
CSR報告書 

～地球に優しい環境づくり～ 

Ⅰ 持続可能な運送業としての取組み 

① グリーン・エコプロジェクト 

東京都トラック協会のエコドライブ推進活動事業である「グリーン・エコプロジェクト」に全事業

用車両が参加しています。運転手一人ひとりに走行距離及び給油量を記入させ、エコドライ

ブを意識させています。さらに毎月の車両別燃費の一覧及びグラフを掲示し啓蒙を図ってい

ます。 

② 事故防止・燃費向上に向けた車載機器の導入 

・デジタルタコグラフ 

車両の最高速度や回転数、急発進や急減速を記録。自社で最高速度を設定し、管理者がその情報を見て、

運転手の教育を行います。 

・ドライブレコーダー 

衝撃を感知し、衝撃のあった前後十秒間の映像を記録することができ、ヒヤリハット及び事故を映像に残すことが

できます。 

・GPS 記録器 

車両に高感度の GPS による経路記録器を設置し、効率化や安全性向上に役立てます。また車両の移動経路

や停車時間、速度などを記録しデータを解析することで運行管理やコスト削減にも寄与します。 

・4 方向（前後左右）車載カメラ 

塵芥車は後方確認が構造的に困難なため、後方の映像を運転席にあるモニターで確認することにより、後退時

の事故防止をおこなっております。また 4 方向カメラで事故の原因究明や映像を用いた社員教育に役立たせてい

ます。 

Ⅱ 環境保護・環境保全の取り組み 

① 環境マネジメントシステムの認証取得 

平成18年より、ISO14001 の認証を取得しています。 

社内の有害な環境側面を共有し、日々改善を行うことで地域環境の保全、さらには地球

環境の保全に微力ながら取り組んで参ります。 

② 省エネ 

平成27年 4月より新社屋での営業を開始。 

新社屋工事にあたり、当社の電材事業部により新社屋の照明機材全てを環境

負荷の少ない LED照明を採用しました。 

また、エアコン等の電気機器も省エネタイプの商品を積極的に選択し、環境負荷

の低減を目指しております。 

令和 5 年に社屋の屋上に太陽光パネルと蓄電池を設置し、自然エネルギーによ

る自家発電を行っています。 



本取り組みにより、事務所で使用している電気使用量の大部分を自然エネルギーへと移行出来ました。 

③ グリーン購入 

新社屋事務所内の机等事務用品には「グリーン購入法」に適合している物品を選

択しました。 

また今後も、継続使用する消耗品などは環境負荷の少ない物を選択しております。 

 

④ 地球温暖化報告書 

東京都の取り組みである地球温暖化対策報告書を任意で提出し、弊社での「電気・水道・ガス」の使用量を

把握し、削減していこうと考えています。 

また削減目標として、前年度の使用量を基準として「電気・水道・ガス」ともに-2％を目標に取組んでいきます。 

 

 

 

 

 

Ⅲ 地域貢献の取り組み 

① 春秋の交通安全週間に、所属団体が行う交通安全や防犯についての普及啓発活動に参加しています。 

（街頭でのノベルティの配布等） 

② 北町西町会、田柄町会に加入し地域清掃等に協力をしています。 

③ 地域との共同の取り組みとして、田柄町会の環境委員、警察懇話会、消防懇話会、

災害予防協会、トラック協会練馬支部、社会保険協会練馬支部に参加しています。 

④ 青少年育成のため、練馬区軟式少年野球連盟に毎年、ボール及び賞状を寄付して

おります。 

⑤ 従業員が数名、地域の消防団に加入し活動しています。 

Ⅳ 人材育成・働きやすい職場づくり 

① e ラーニングソフトの導入 

全従業員を対象に、国土交通省の法定12項目を網羅した e ラーニング

システムを導入しています。また、必要に応じて自社作成の研修資料も作

成し、各自のタイミングで学べる環境を整備しております。 

② 安全衛生委員会を毎月開催し、危険作業の撲滅、作業環境の向上な

ど、労使一体となって安全で働きやすい環境構築を目指しております。 
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③ 当社整備士によるタイヤの交換実習やチェーンの取り付け訓練、消防団

員による初期消火訓練、管理者や保険会社による安全運転講習等を

実施しています。 

④ 火災、事故等に備えて手順を定め、各車両に設置しています。 

今後は、ｅラーニングソフトに緊急時マニュアルとして掲載を予定しておりま

す。 

⑤ 従業員向けの入院保障つき医療保険への加入、男女別の更衣室・トイ

レの設備等、職場関係の整備を進めています。 

⑥ 現在、業務のＤＸ化を推進し、属人的な業務を減少させ、個人負担の軽

減を図って参ります。 

 

 

 


